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研究成果の概要（和文）：都市型準限界集落における自助・互助の住民力を高めるため、一般住民を対象にソー
シャルキャピタルコーディネーター（以下SCCとする）を育成するプログラムを開発・実施し効果を検証した。
すなわち、民生委員をサポートする互助の住民支援とそれを推進する人材のニーズを明らかにすることを目的と
した。第1段階で地域包括支援センター保健師へのインタビュー、第2段階で民生委員ニーズ調査を行い、第3段
階でプログラムを構築し、第4段階でA市における20名の参加者を対象にプログラム参加前後のSCCの知識・意
識・態度の変化による評価を行った。さらに、コロナ禍においては、アウトリーチ活動等工夫をし、継続した活
動を進めている。

研究成果の概要（英文）：In order to increase self-help and mutual help in an urban semi-marginal 
community, we developed and implemented a program to train social capital coordinators (hereinafter 
referred to as SCC) for general residents, and verified its effects. In other words, the purpose of 
this study was to clarify the needs of mutual assistance for local residents who support local 
welfare officers and human resources to promote it. In the first stage, interviews were conducted 
with public health nurses at the Regional Comprehensive Support Center, in the second stage, a 
survey of the needs of local welfare officers was conducted, in the third stage the program was 
constructed, and in the fourth stage the program was conducted for 20 participants in City A. We 
evaluated the changes in SCC knowledge, awareness, and attitudes before and after participation. 
Furthermore, during the corona crisis, we are devising outreach activities and continuing 
activities.

研究分野： 公衆衛生看護学

キーワード： ソーシャルキャピタル　コーディネーター　人材育成　都市型準限界集落　プログラム開発　民生委員
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研究成果の学術的意義や社会的意義
少子高齢化の進展により、都市部においても高度経済成長期に造成した団地において、過疎・高齢化が進む地域
が課題となっており、地域の互助力・住民力を高めることが求められている。都市型準限界集落において、民生
委員をサポートするソーシャルキャピタルコーディネーターの人材育成プログラムの構築および実施前後の効果
検証を行った。コロナ禍において、サロンを中心とした活動から個々人へのアウトリーチ活動による見守り・声
かけ等互助力の向上が認められ、地域全体のソーシャルキャピタル向上につながった。今後は、他地域への波及
効果を期待し、今回の活動成果を第43回日本看護科学学会学術集会において交流集会を開催する予定である。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



１．研究開始当初の背景 

高齢化が進むこととあわせて災害が多発する今日、地域の自助・互助・共助の住民力を強

め、地域特性に応じたソーシャルキャピタルの醸成が急務である。特に、都市部の郊外住宅

団地で限界集落が増加しており、定年退職後の役割喪失による引きこもりや周囲からの孤

立が課題となっている。研究代表者は、都市型準限界集落において、セルフケアとソーシャ

ルキャピタル向上プログラム開発の評価に取り組んだ。その結果、民生委員が中心に行って

いる孤立しがちな援助希求のできない人の早期問題把握と解決に向けた支援が求められて

いた。 

 

２．研究の目的 

都市型準限界集落における自助・互助の住民力を高めるため、一般住民を対象にソーシャ

ルキャピタルコーディネーターを育成するプログラムを開発・実施し、効果を検証する。す

なわち、民生委員の困難事例について、調査を実施し、民生委員をサポートできる互助・共

助の住民支援とそれを推進する要因を明らかにすることを目的とした。 

 

３．研究の方法 

 第 1段階として、地域包括支援センター等保健師へのインタビュー、第 2段階は、民生委

員ニーズ調査、第 3段階プログラム構築、第 4段階でプログラム実施前後の評価を行った。

対象は、A 市における一般住民に参加を呼びかけ、参加した 20 名（平均年齢 71.45 歳、男

8 名、女 12 名）である。研究期間は、2020 年 12 月～2022 年 3 月である。倫理的配慮は、

聖マリア学院大学研究倫理審査を受け、実施した。 

 

４．研究成果 

プログラム開始前、終了後に SOS を出しにくい人々や家族への見守り・声掛けを民生委員

とともに行うソーシャルキャピタルコーディネーターとしての知識・意識・態度について、

評価を実施し、終了後 3か月後にフォローアップとして郵送による実施・評価を行った。前

後比較については、おおむね向上傾向にあった。その後のフォローアップとして、2021 年

10 月にフォローアップ事業を実施した。そこで、感染拡大により、サロンでの活動、ソー

シャルキャピタルコーディネーターとしての活動が制限されていること等情報交換を行い、

プログラム後の評価を行った。サロンでの情報収集では、ボランティアや通所者の方々の様

子、相談の中でコロナによって生活状況等について、活動の制限などを聞いた。血圧、健康

づくりチェック表を実施し、自身の健康度をチェックした。参加者は、34 名であった。そ

の中で、参加者からの情報では、「緊急事態宣言中は何をすることもなく、体を動かす機会

も減って気分の波があった」、サロンが再開し、「互いに声を掛け合って出てきている。」「周

囲の声掛けなど、関わりやモチベーションの大切さを痛感した。」などの声が聞かれた。ボ

ランティアの情報交換では、地域の防災対策における民生委員とソーシャルキャピタルコ



ーディネーターの連携・協働が重要であるとの意見が出された。 

コロナ禍において、サロンを中心とした活動から個々人へのアウトリーチ活動による見

守り・声かけ等互助力の向上が認められ、地域全体のソーシャルキャピタル向上につながっ

た。今後は、他地域への波及効果を期待し、今回の活動成果を第 43回日本看護科学学会学

術集会において交流集会を開催する予定である。 
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